
  

 

修学旅行専用列車 
「ひので」（上）・「きぼう」（下） 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

     
 

   
 
 

 
                   

修
学
旅
行
専
用
列
車 

 
 

1948

［
昭
和
23

］
年
８
月
20

日
に
、
日
本
国
有

鉄
道(

国
鉄)

が｢

生
徒
５
割
引
・
引
率
教
職
員
２

割
引｣

で
学
生
団
体
の
引
き
受
け
を
再
開
し
た

こ
と
に
よ
り
、
修
学
旅
行
は
本
格
的
に
復
活
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
は
国
鉄
の
車
両
不
足

が
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
旧
型
客
車
を
掻
き
集

め
た
定
期
列
車
や
定
期
列
車
へ
の
増
結
に
よ

っ
て
、
修
学
旅
行
に
対
応
し
て
い
る
状
態
で
し

た
。 

 

そ
う
し
た
中
、
1950

年
に
、
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

(

現
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト)

が
仕
立
て
た
、
修
学

旅
行
専
用
貸
し
切
り
列
車
が
登
場
し
、
以
後
、

時
刻
・
車
両
が
固
定
さ
れ
て
い
っ
て
、｢

修
学

旅
行
集
約
輸
送
臨
時
列
車｣

と
な
り
ま
し
た
。

同
列
車
は
、
東
京
＝
京
都
・
大
阪
と
い
っ
た
需

要
の
多
い
区
間
に
、
予
め
列
車
の
ダ
イ
ヤ
を
設

定
し
て
お
き
、
そ
れ
に
従
っ
て
運
行
す
る
も
の

で
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
い
ち
い
ち
学
校
・
地

域
ご
と
に
臨
時
列
車
を
仕
立
て
る
の
に
比
べ
、

手
間
が
掛
か
ら
ず
、
予
定
も
組
み
や
す
い
と
い

う
利
点
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
1958

年
８
月
の
文
部
省
通
達
に
よ
り
、

遠
足
。
修
学
旅
行
の
教
育
課
程
上
の
位
置
付
け

が
明
確
化
さ
れ
、
学
校
行
事
と
規
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
修
学
旅
行
専
用
電
車
の
製
造
が
望
ま

れ
ま
し
た
。
ド
ア
の
開
閉
が
手
動
式
の
旧
型
客

車
で
は
、
安
全
面
で
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

既
に
東
海
道
は
1956

年
11
月
に
全
線
で
電
化
が

完
成
し
て
お
り
、
国
鉄
で
は
、
そ
の
要
望
を
受

け
て
、
1959

年
に
初
の
専
用
電
車
と
な
る
155

系
を

登
場
さ
せ
、
４
月
20

日
か
ら
東
海
道
線
品
川
＝

京
都
・
大
阪
・
神
戸
間
に｢

ひ
の
で｣

・｢

き
ぼ

う｣

の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
に
も

往
路
は
昼
行
列
車
、
復
路
は
夜
行
列
車
の
運
転

時
刻
が
設
定
さ
れ
、
現
地
で
の
滞
在
時
間
を
最

大
限
に
確
保
し
て
い
ま
す
。 

 

本
校
定
時
制
で
も
、
1955

年
９
月
の
定
５
回
生

の
修
学
旅
行
か
ら
、
専
用
列
車
の
利
用
を
開
始

し
ま
し
た
。
一
行
40

数
名
に
対
し
て
、
昼
行
の

往
路
、
夜
行
の
復
路
と
も
、
定
員
82

名
の
１
車

両
が
提
供
さ
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
東
海
道
線
の
旅

を
楽
し
め
た
よ
う
で
す
。 

1956

年
９
月
の
定
６
回
生
の
旅
行
も
専
用
列
車

で
し
た
。
往
路
の
車
内
で
の
様
子
を
４
Ａ
岡
野

勇(

定
６
回)

は
、｢

修
学
旅
行
み
て
あ
る
記｣

(

1957

年
３
月
発
行
『
星
座
第
７
号
』
所
収)

で
、
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
ま
す
。 

  
｢
…
…

。
東
京
か
ら
名
古
屋
迄
は
団
体
専
用

列
車
で
あ
っ
た
し
一
行
五
十
数
名
に
対
し
て

定
員
八
十
八
名
の
車
両
が
あ
た
え
ら
れ
た
事

は
幸
い
で
あ
っ
た
。…

…

。
車
内
で
は
朝
食
を

と
る
者
、
ト
ラ
ン
プ
を
始
め
る
者
、
歌
を
唱
っ

て
い
る
者
等
各
人
各
様
の
こ
と
を
し
て
い
る
。

十
時
頃
皆
退
屈
し
は
じ
め
た
。
正
午
頃
放
送
席

よ
り
ノ
ド
自
慢
の
ま
ね
ご
と
が
あ
り
我
校
の

ベ
テ
ラ
ン(

？)

が
参
加
し
た
が
他
校
の
生
徒

も
一
緒
で
あ
る
の
で
や
め
る
よ
う
に
と
い
う

須
田
【
直
之
】
先
生
【
理
科 

在
職

1950

年
～

1966

年
】

の
言
葉
に
よ
り
途
中
で
止
め
た
。
他
校
の
生
徒

は
誰
も
う
た
わ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。…

…

。｣ 

 

乗
客
は
修
学
旅
行
生
の
み
で
あ
り
、
更
に
乗

車
車
両
は
本
校
生
の
み
で
す
か
ら
、
気
遣
い
の

な
い
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

今
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
が
、｢

放
送
席
よ

り
ノ
ド
自
慢
の
ま
ね
ご
と｣

と
は
、
如
何
様
な

こ
と
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

往
路
は
の
ん
び
り
で
き
ま
し
た
が
、
帰
路
は

岡
野
が
、 

 
｢
…
…

。
十
九
時
十
八
分
最
後
の
土
地
【
京

都
】
と
も
別
れ
た
。
車
内
は
来
る
時
と
は
逆
に

定
員
四
人
の
席
に
五
人
と
い
う
日
本
の
縮
図

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
窮
屈
さ
で
あ
つ
た
。…

…

。｣

と
、
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
４
泊
５
日

で
伊
勢
・
大
阪
・
京
都
と
巡
っ
て
き
た
身
に
は

か
な
り
こ
た
え
た
よ
う
で
す
。 

 

こ
れ
は
、
修
学
旅
行
集
約
輸
送
臨
時
列
車
に
、

他
の
旅
行
社
も
参
入
し
て
、
共
同
運
行
に
な
る

と
、
定
員
の
15

割
の
客
を
積
む
と
さ
れ
、
座
席 

確
保
が
添
乗
員
の
腕
の
見
せ
所
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
一
高
生
た
ち
が
京
都
か
ら
乗
っ

た
列
車
は
、
大
阪(

あ
る
い
は
神
戸)

発
で
あ
り
、

添
乗
員
が
同
行
し
て
い
な
く
、
座
席
の
確
保
も

ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

な
お
、
こ
の
修
学
旅
行
集
約
輸
送
臨
時
列
車

設
定
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
添
乗
員
の
奮
闘
ぶ
り

は
、
城
山
三
郎
著
『
臨
3311

に
乗
れ
』(

集
英
社
文

庫)

に
詳
し
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

1960

［
昭
和
35

］
年 

定
10

回
生
の
修
学
旅
行 

 

『
星
座
第
11

号
』(

1961

年
３
月
６
日
発
行)

所
収

の｢

新
東
海
道
中
膝
栗
毛｣

に
よ
れ
ば
、
定
10

回

生
の
修
学
旅
行
は
、
次
の
よ
う
な
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

  
 

＝
鉄
道 

～
船 

―

バ
ス 

⇓
タ
ク
シ
ー 

 

…

徒
歩 

 

9/26 

土
浦
0426

＝
上
野
＝
品
川
＝(

修
学
旅
行
専

用
電
車)

＝
名
古
屋
1500

＝(

近
鉄
急
行)

伊
勢
市

…
｢

日
の
出
旅
館｣…

外
宮…

｢

日
の
出
旅

館｣
 

泊 

9/27  
｢

日
の
出
旅
館｣

0725―
(

三
重
観
光
バ
ス) ―

鳥
羽
～(

元
霞
ヶ
浦
観
光
船
あ
や
め
丸)

～ 
 

真
珠
島
0930

～
鳥
羽―

0945

二
見
ヶ
浦
1035―

内
宮―

宇
治
山
田
駅
＝(

近
鉄)

＝
1445

上
本
町
⇓
大
阪

城
⇓
宿 

泊 

9/28 
 

宿
0730―

(

京
阪
バ
ス) ―

法
隆
寺―

奈
良
公

園…

春
日
神
社…

ツ
ー
リ
ス
ト
休
憩
所(

昼

食) …

二
月
堂
・
三
月
堂
・
大
仏
殿…

興
福
寺

…

猿
沢
の
池―

平
等
院―

京
都
「
万
屋
旅

館
」
泊 

9/29 

万
屋
旅
館
0830―

(

京
阪
バ
ス) ―

三
十
三
間
堂

―

清
水
寺―

知
恩
院―

平
安
神
宮―

(

比
叡

山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ) ―

比
叡
山
根
本
中
堂

…

山
頂
展
望
台(

昼
食)

…

比
叡
山
1330―

金
閣

寺―

二
条
城―

東
本
願
寺―

嵐
山―

京
都
2328

＝
/30 

＝
東
京
＝
土
浦 

土
浦
駅
早
朝
４
時
26

分
発
、
青
森
か
ら
の
列
車

に
乗
車
し
た
一
行
は
、
品
川
駅
で
修
学
旅
行
専

用
電
車｢

ひ
の
で｣

号
に
乗
車
し
ま
し
た
。 
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号号 

号 

号 

 

号 

昭和 30年代の定時制修学旅行 

 1952［昭和 27］年度から始まった定時制の修学旅行は、昭

和 30年代に入ると、４泊５日の日程は変わらないものの、往

復に修学旅行専用列車の利用が見られるようになりました。 

そこで、今号では専用列車での旅を描いていきます。 

 引用文中の【   】は筆者による注記です。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2024（令和７）年１月２１日   

茨城県立土浦第一高等学校 

進修同窓会旧本館活用委員会

ＨＰhttp://www.sin-syu.jp/ 

 

2024（令和６）年６月１８日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 
 

進修同窓会 HP にアクセス 



  

 

あやめ丸 

 

 

｢

ひ
の
で｣

号
は
、
前
年
４
月
に
登
場
し
た
新

造
車
で
、
そ
の
車
内
の
様
子
を
、
４
Ａ
金
沢
孝

久(
定
10

回)

は
、｢

新
東
海
道
中
膝
栗
毛｣

で
、 

 
 
｢
…
…

。
上
野
で
国
電
に
の
り
か
え
左
右
に

並
ぶ
ビ
ル
デ
ン
グ
赤
レ
ン
ガ
の
東
京
駅
を
見

な
が
ら
品
川
駅
に
着
い
た
。
こ
こ
で
団
体
専
用

列
車(

関
西
修
学
旅
行
専
用
電
車)

に
の
り
換

え
た
。
僕
達
の
高
等
学
校
ば
か
り
で
な
く
多
く

の
学
生
が
乗
っ
た
。…

…
。 

 
…
…

。
汽
車
の
窓
か
ら
景
色
を
写
す
者
ラ
ジ

オ
を
聞
く
も
の
も
あ
れ
ば
ハ
ー
モ
ニ
カ
に
合

わ
せ
て
歌
を
歌
う
人
ト
ラ
ン
プ
を
す
る
人
各

人
各
様
に
旅
を
楽
し
ん
で
い
る
。…

…
。｣ 

と
、
記
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
４
Ｂ
雨
貝
高
雄(

定
10

回)

は
、
プ
ロ

野
球
フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
品
川
か
ら
名

古
屋
ま
で
の
車
内
外
の
風
景
に
加
え
て
、
プ
ロ

野
球
球
団
の
シ
ー
ズ
ン
結
果
も
書
い
て
い
ま

す
。 

 
｢
…
…

。
そ
れ
か
ら
す
で
に
セ
リ
ー
グ
の
優

勝
を
決
定
し
、
一
躍
日
本
選
手
権
を
も
獲
得
せ

ん
と
し
て
い
る
太
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
【
現
横
浜

D
e
N

A

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
】
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
で

あ
る
川
崎
球
場
の
照
明
塔
ま
た
世
界
で
も
指

折
り
の
貿
易
港
で
あ
る
横
浜
港
を
そ
れ
ぞ
れ

左
に
見
て
い
よ
い
よ
昼
の
海
岸
線
を
江
戸
時

代
の
十
返
舎
一
九
作
の
東
海
道
中
膝
栗
毛
の

よ
う
に
西
下
す
る
こ
と
に
な
る
。…

…

。 

 
…
…

。
昼
食
を
と
っ
た
車
中
で
は
チ
ュ
ウ
ー

イ
ン
ガ
ム
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
賭
け
た
ト
ラ
ン

プ
、
将
棋
の
争
奪
戦
が
く
り
拡
げ
ら
れ
他
方
で

は
歌
本
を
片
手
に
歌
謡
曲
大
会
と
い
っ
た
所

で
あ
る
。…

…

。 
 
…
…

。
午
後
三
時
に
野
球
で
は
最
下
位
な
が

ら
列
車
で
は
な
か
な
か
派
手
な
広
軌
を
使
用

し
て
い
る
日
本
近
畿
鉄
道
(注 1)

へ
三
た
び
乗
り

換
え
一
路
伊
勢
へ
と
向
か
っ
た
。…

…

。｣ (｢

新

東
海
道
中
膝
栗
毛｣

) 

 

そ
の
伊
勢
で
は
、
翌
日
、
懐
か
し
い
出
会
い

が
あ
り
ま
し
た
。 

 
｢
…
…

。
や
が
て
パ
ー
ル
ア
イ
ラ
ン
ド
【
真

珠
島
】
で
あ
る
。
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
で
あ
る

こ
こ
は
海
上
に
点
在
す
る
島
々
が
白
砂
の
青

松
と
調
和
し
て
絶
景
で
あ
る
。
丁
度
船
着
き
場

に
は
霞
ヶ
浦
の
観
光
船
あ
や
め
丸
(注 2)

が
は
る

ば
る
こ
こ
ま
で
身
売
り
し
て
来
て
こ
ゝ
に
つ

な
が
れ
て
い
た
。
私
達
も
こ
の
あ
や
め
丸
を
見

な
れ
て
い
た
の
で
な
つ
か
し
が
り
し
ば
ら
く

見
入
っ
て
い
た
あ
や
め
丸
も
故
郷
茨
城
の
ズ

ウ
ズ
ウ
弁
を
き
い
て
な
つ
か
し
く
思
い
喜
ん

で
い
た
で
あ
ろ
う
。
さ
あ
乗
船
だ
。
皆
ん
な
気

負
っ
て
乗
込
ん
だ
。
し
か
し
乗
っ
て
五
分
位
た

っ
た
ろ
う
か
、
船
が
一
回
転
し
た
と
思
っ
た
ら

も
う
ア
イ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
ま
ご
ま
ご
し
て
い

た
人
は
坐
ら
な
い
う
ち
に
到
着
で
あ
る
。
前
か

ら
聞
い
て
は
い
た
が
ま
さ
か
こ
ん
な
に
短
い

と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ぞ
百
聞
一
見
に
し

か
ず
と
い
う
事
だ
ろ
う
。…

…

。｣
(

４
Ｂ
鎌
田

義
治
・
定
10
回｢

新
東
海
道
中
膝
栗
毛｣

) 
 

 

伊
勢
宇
治
山
田
駅
か
ら
近
鉄
で
大
阪
上
本

町
駅
に
到
着
し
た
一
行
は
、
旅
館
ま
で
自
由
行

動
と
な
り
、
鎌
田
は
タ
ク
シ
ー
で
大
阪
城
を
見

物
し
、
夕
食
後
に
は
ミ
ナ
ミ
(注 3)

に
繰
り
出
し
ま

し
た
。 

 
｢
…
…

。
夕
食
後
Ｎ
君
と
娯
楽
と
食
道
楽
の

街
を
銀
ブ
ラ
な
ら
ぬ
心
ブ
ラ(
心
斎
橋
通
り
を

ブ
ラ
ブ
ラ
す
る
こ
と)

し
値
段
の
高
い
の
に
お

ど
ろ
か
さ
れ
た
。
そ
れ
に
残
念
な
事
に
道
頓
堀

が
わ
か
ら
ず
見
物
で
き
な
か
っ
た
。
門
限
十
時

に
は
全
員
帰
館
し
た
。
帰
っ
て
く
る
人
の
顔
を

見
る
と
道
頓
堀
の
ネ
オ
ン
に
焼
け
た
の
だ
ろ

う
か
顔
を
真
赤
に
し
て
い
る
。
重
症
者
は
フ
ラ

フ
ラ
し
て
い
る
者
も
い
る
。…

…

。｣
(｢

新
東
海

道
中
膝
栗
毛｣

) 

 

大
阪
ミ
ナ
ミ
の
夜
を
満
喫
し
て
き
た
者
も

か
な
り
い
た
よ
う
で
す
。
３
日
目
は
奈
良
を
巡

り
、
京
都
泊
。
４
日
目
は
京
都
市
内
観
光
。
比

叡
山
に
ま
で
足
を
延
ば
し
、
一
日
京
都
市
内
を

走
り
回
っ
た
一
行
は
、京
都
23

時
28

分
発
の
夜

行
列
車
で
帰
途
に
就
き
ま
し
た
。 

 

(注 1)

日
本
近
畿
鉄
道 

 

正
し
く
は｢

近
畿
日
本
鉄
道｣

。
所
有
球
団
は｢

近
鉄
バ

フ
ァ
ロ
ー｣

で
、
現
在
の
オ
リ
ッ
ク
ス
・
バ
フ
ァ
ロ
ー
ズ
の
前
身

球
団
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

(注 2)

あ
や
め
丸 

 
 

水
郷
汽
船
が
、
1932

［
昭
和
７
］
年
に
、｢

さ
つ
き
丸｣

と
と

も
に
霞
ヶ
浦
・
利
根
川
航
路
に
就
航
さ
せ
た
鋼
鉄
船
。
1952

年
に
、
鳥
羽
の
観
光
会
社
に
売
却
さ
れ
て
い
た
。 

                    

(注 3)

ミ
ナ
ミ 

 
｢

ミ
ナ
ミ｣

は
、
大
阪
市
中
央
区
の
難
波
・
心
斎
橋
・
道

頓
堀
・
千
日
前
を
中
心
と
し
た
繁
華
街
・
歓
楽
街
の
総
称

で
、｢

大
阪
ミ
ナ
ミ｣

と
も
呼
ば
れ
る
。
梅
田
・
北
新
地
な

ど
で
成
り
立
つ｢
キ
タ｣

と
並
ぶ
、
大
阪
を
代
表
す
る
繁
華

街
で
あ
る
。 

  

専
用
列
車
の
ト
ラ
ブ
ル 

 

生
徒
の
夢
を
運
び
続
け
た
修
学
旅
行
専
用

列
車
で
し
た
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
予
約
の
現
代 

で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
も
あ

り
ま
し
た
。
後
藤
直
和
先
生(

理
科 

在
職 

1951

年

～
1971

［
昭
和
46
］
年
）
は
、
そ
れ
を
『
進
修
百
年
』

｢

土
浦
一
高
在
勤
二
十
年
の
思
い
出｣

と
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
ま
す
。 

 
｢

昭
和
三
十
六
年
度
・
定
時
制
の
修
学
旅
行 

 

当
時
は
修
学
旅
行
専
用
列
車
と
い
う
も
の

が
あ
っ
た
が
、
東
海
道
新
幹
線
は
な
く
、
今
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
不
便
で
あ
っ
た
。
私

達
の
旅
行
の
時
期
は
九
月
の
彼
岸
の
時
で
、
品

川
駅
始
発
の
修
学
旅
行
専
用
列
車
に
乗
る
予

定
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
当
日
品
川
駅
に
着
い

て
み
る
と
そ
の
列
車
は
ま
だ
運
行
し
て
い
な

い
と
の
こ
と
、
あ
と
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る

が
、
旅
行
に
関
す
る
諸
連
絡
を
依
頼
し
た
交
通

公
社
関
係
の
人
が
、
私
達
の
乗
車
予
定
日
は
専

用
列
車
の
運
行
が
始
ま
る
前
で
あ
る
こ
と
に

気
が
つ
か
な
い
で
い
た
と
い
う
の
が
そ
の
原

因
で
あ
っ
た
。
し
か
し
品
川
駅
ま
で
で
旅
行
を

中
止
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
駅
の
関

係
者
に
頼
み
こ
ん
だ
結
果
通
常
の
列
車
に
乗

る
こ
と
を
認
め
て
く
れ
た
。
そ
の
列
車
は
東
海

一
号
と
い
う
準
急
行
電
車
で
あ
っ
た
と
思
う

が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
の
は
旅
行
団

の
人
数
が
五
十
人
余
り
と
少
な
か
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。…

…

。 

 
…
…

。
帰
路
は
修
学
旅
行
専
用
列
車
に
乗
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
京
都
発
が
深
夜
で
あ
り
、

ス
ピ
ー
ド
も
遅
く
て
列
車
内
一
泊
と
な
っ
た
。

し
か
し
普
通
の
客
車
で
あ
っ
た
か
ら
あ
ま
り

よ
く
眠
れ
ず
、
疲
れ
て
土
浦
駅
に
帰
着
し
た
の

は
正
午
頃
で
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
。

…
…

。｣ 

 

専
用
列
車
と
は
い
え
、
車
両
は
普
通
車
、
座

席
も
堅
く
、
長
時
間
の
移
動
、
特
に
車
中
泊
は

先
生
方
に
は
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て

も
大
変
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 
 
  

 
 
 
 
 
 

(

高
21

回 

松
井
泰
寿) 


